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平成 27 年度 環境情報開示システム入力項目（全体イメージ） 
 

 

  

３.環境課題詳細 

 

戦略 リスク 機会 

目標 スコープ 1,2排出量 スコープ 3排出量 

第三者検証   

 

 

 

戦略 リスク 機会 

目標   

 

2. 重要な環境課題分野の特定 

 

気候変動（含エネルギー） 水資源 その他資源 

廃棄物排出・管理 化学物質の取り扱い・排出・移動 土壌汚染 

生物多様性 その他  

 

1. 環境全般 

  報告の範囲、経営者のコミットメント、環境についての最高機関、戦略、環境マネジメントシステム（EMS） 

   

上記８つの環境課題のうち、「特に重要」「重

要」とした課題についてのみ、３．環境情報概

要にて回答を行う 

「自社の経営上重要と判断していない」とした

課題については、以降の回答は不要 

気候変動（含エネルギー） 

重要な環境課題の特定 

水資源、その他資源、廃棄物排出・管理、 

化学物質の取り扱い・排出・移動、土壌汚染、生物多様性、その他 

左記の中で、記載す

べき事項があるとしたテ

ーマについてのみ、詳

細な設問に回答を行

う。（記載すべき事項

が無いテーマについて

は、詳細な設問への

回答は不要。） 

4. バリューチェーン管理・協働 

     

5. 製品・サービスにおける環境面での競争優位性 

   

6. 環境関連法令、指針等遵守、環境事故・訴訟等の状況 

7. 参考情報 

環境面において競争優位性がある製品・サービスがある場合には、詳細な質問に回答を行う。 

（競争優位性がある製品・サービス取組がない場合には、詳細な質問への回答は不要。） 

バリューチェーンにおける重要な環境課題への取組を行っている場合には、詳細な質問に回答を行う。 

（取組を行っていない場合には、詳細な質問への回答は不要。） 
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平成 27 年度 環境情報開示システム入力項目  

1. 環境全般 

報告の範囲  

 基本的な報告対象範囲 

○ 自社単体 

○ 自社＋国内連結子会社 

○ 自社＋国内・海外連結子会社 

○ その他 

 詳細記述 （主要な子会社名及び範囲の方針） 

 報告対象期間 

 財務報告書の URL  

 コーポレート・ガバナンス情報の URL 

経営者のコミットメント 

 経営者による環境に関するコミットメントがありますか。 

○ ある 

○ ない 

 内容  

環境についての最高機関 

 最高機関  

○ 役員個人、取締役会の一部、または取締役会が指定した委員会 

○ 部長レベル 

○ その他課長など 

○ 環境全般に責任を負っている個人や委員会はない 

 最高機関名  

 主な責任範囲と内容  

 最高機関の構成  

○ 取締役会構成メンバーが含まれる 

○ 取締役会構成メンバーが含まれない 

 最高機関と取締役会の関係  

○ 取締役会に報告、審議要請等を行っている 

○ 取締役会に報告、審議要請等を行っていない 

 体制図・組織図 URL

 備考（掲載頁等） 

戦略 

 御社の経営戦略において環境課題が考慮されていますか。  

○ ある 

○ ない 

 内容   

 対象期間（年） 
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環境マネジメントシステム（EMS） 

 御社において環境マネジメントシステム（EMS）が構築されていますか。  

○ ある 

○ ない 
 

認証の種類 

 

（選択肢） 

○ ISO14001 

○ エコアクション 21 

○ エコステージ 

○ 上記以外の第三者審査 

○ 取引先からの審査 

○ 内部監査のみ 

○ その他 

（入力欄） 

認証の取得範囲 
 

 

2. 重要な環境課題分野の特定 

環境課題 

 気候変動（含エネルギー）  

○ 特に重要 

○ 重要 

○ 自社の経営上重要と判断していない 

 水資源  

○ 特に重要 

○ 重要 

○ 自社の経営上重要と判断していない 

 その他資源  

○ 特に重要 

○ 重要 

○ 自社の経営上重要と判断していない 

 廃棄物排出・管理  

○ 特に重要 

○ 重要 

○ 自社の経営上重要と判断していない 

 化学物質の取り扱い・排出・移動  

○ 特に重要 

○ 重要 

○ 自社の経営上重要と判断していない 

 土壌汚染  

○ 特に重要 

○ 重要 

○ 自社の経営上重要と判断していない 
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 生物多様性  

○ 特に重要 

○ 重要 

○ 自社の経営上重要と判断していない 

 その他  

○ 特に重要 

○ 重要 

○ 特になし 

 

その他の内容 

 

3. 環境課題詳細 

環境課題概要 

気候変動（含エネルギー） 

 戦略 

「１．環境全般」の戦略に記載した内容以外で、気候変動に関して特筆すべき戦略がありますか。 

○ ある 

○ ない 

 リスク 

御社の業活動や収支に影響するような、現在または将来における気候変動リスクがありますか。 

○ ある 

○ ない 

○ 評価していない 

 機会 

御社の業活動や収支に影響するような、現在または将来における気候変動による機会がありますか。  

○ ある 

○ ない 

○ 評価していない 

 目標 

報告年時点で目標が設定されていますか。  

○ 設定されている 

○ 設定されていない 

 スコープ１、２排出量 

報告年におけるスコープ１＆２排出量を把握していますか。  

○ はい 

○ いいえ 

 スコープ３排出量 

報告年におけるスコープ 3排出量を把握していますか。  

○ はい 

○ いいえ 

 第三者検証 

報告年におけるスコープ１、２、３排出量に関して第三者検証を取得していますか。  

○ はい 

○ いいえ 
 



5 

水資源 

 戦略 

「１．環境全般」の戦略に記載した内容以外で、水資源に関して特筆すべき戦略がありますか。  

○ ある 

○ ない 

 リスク 

御社の事業活動や収支に影響するような、現在または将来におけるリスクがありますか。  

○ ある 

○ ない 

○ 評価していない 

 機会 

御社の事業活動や収支に影響するような、現在または将来における機会がありますか。  

○ ある 

○ ない 

○ 評価していない 

 目標 

報告年時点で目標が設定されていますか。  

○ 設定されている 

○ 設定されていない 

 

その他の資源 

廃棄物排出・管理 

化学物質の取り扱い・排出・移動 

土壌汚染 

生物多様性 

その他 

     上記についても、《水資源》と同様に回答 

 

気候変動（含エネルギー）（戦略、リスク、機会、目標） 

戦略 

 内容  

リスク 

リスク種類 

○ 規制によるリスク 

○ 物理的影響によるリスク 

○ その他のリスク 

リスク要因  

リスク詳細 
 

リスクによる影

響 

 

直接影響／間接

影響 

○ 自社からみて上流（間接影響） 

○ 自社の操業（直接影響） 

○ 自社からみて下流（間接影響） 
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リスクによる影

響の詳細 

 

対応策  

 

リスクがない理

由  

機会 

 

機会種類 

○ 規制による機会 

○ 物理的影響による機会 

○ その他の機会 

機会要因  

機会詳細  

機会による影響  

直接影響／間接

影響 

○ 自社からみて上流（間接影響） 

○ 自社の操業（直接影響） 

○ 自社からみて下流（間接影響） 

機会による影響

の詳細 

 

対応策  

 

機会がない理由 
 

 

目標 

 

目標の種類 

○ 総量目標 

○ 原単位目標 

○ 総量・原単位以外の目標 

項目  

目標の範囲  

対象スコープ 

 

 

単位 

 

基準年 目標年 基準年から

の削減率

（削減：正 

） 

報告年 

削減達成率 
  

 

 

   ％  ％ 

補足説明 
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気候変動（含エネルギー）（スコープ１、２排出量） 

スコープ１、２排出量 

算定範囲 

○ 自社単体 

○ 自社＋国内連結子会社 

○ 自社＋国内・海外連結子会社 

○ その他 

補足説明 

スコープ１排出量 

 単位 
年  ※報告年を含む５年分 

     

排出量総量 tCO2e      

 スコープ１排出量を GHG 種類別に把握していますか。  

○ はい 

○ いいえ 

 

GHG 種類 単位 
年  ※報告年を含む５年分 

     

 tCO2e      

スコープ２排出量 

 単位 
年  ※報告年を含む５年分 

     

排出量総量 tCO2e      

 

化石燃料および電力使用量 

種別 
単位 

 

年  ※報告年を含む５年分 

     

       

低炭素エネルギー源によるエネルギーの使用 

 
年  ※報告年を含む５年分 

     

種別  

単位 
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排出量総量の前年度からの増減 

増減 

○ 増加 

○ 減少 

○ 変化なし 

○ 初めて排出量データを測定した 

○ 排出量データがない 

増減理由 

 

気候変動（含エネルギー）（スコープ３排出量） 

カテゴリ別の算定状況 

カテゴリ１ 購入した商品・サービス 

算定状況 

○ 関連し、算定している。 

○ 関連しているが、算定していない 

○ 関連が薄いが、算定している 

○ 関連が薄いもしくは関連しておらず、その理由を記載している 

○ 算定していない 

排出量 

算定方法 

説明・理由 

 

カテゴリ２ 

カテゴリ３ 

カテゴリ４ 

カテゴリ５ 

カテゴリ６ 

カテゴリ７ 

カテゴリ８ 

カテゴリ９ 

カテゴリ 10 

カテゴリ 11 

カテゴリ 12 

カテゴリ 13 

カテゴリ 14 

カテゴリ 15 

資本財 

スコープ１，２に含まれない燃料およびエネルギー関連活動 

輸送、配送（上流） 

事業から出る廃棄物 

出張 

雇用者の通勤 

リース資材（上流） 

輸送、配送（下流） 

販売した製品の加工 

販売した製品の使用 

販売した製品の廃棄 

リース資材（下流） 

フランチャイズ 

投資 

     上記についても、《カテゴリ１  購入した商品・サービス》と同様に回答 
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気候変動（含エネルギー）（第三者検証） 

スコープ 

○ Scope 1 

○ Scope 2 

○ Scope 3 

検証の種別 

○ 該当なし 

○ 限定的保証 

○ 中位の保証 

○ 合理的保証 

○ 高位の保証 

○ 検証/保証実施中 

検証の基準 
（選択肢） 

（入力欄） 

カバー率  

 

水資源 

戦略 

 内容  

リスク 

リスクの内容と

影響 

 

直接影響／間接

影響 

○ 自社からみて上流（間接影響） 

○ 自社の操業（直接影響） 

○ 自社から見て下流（間接影響） 

影響の詳細と対

応策 

 

機会 

機会の内容と影

響 

 

直接影響／間接

影響 

○ 自社からみて上流（間接影響） 

○ 自社の操業（直接影響） 

○ 自社から見て下流（間接影響） 

影響の詳細と対

応策 
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目標 

目標の種類 

○ 総量目標 

○ 原単位目標 

○ 総量・原単位以外の目標 

項目 
 

目標の範囲 
 

直接影響／間接

影響 

□ 自社からみて上流（間接影響） 

□ 自社の操業（直接影響） 

□ 自社からみて下流（間接影響） 

単位 

基準年 

 

目標年 

 

基準年から

の変化率

（削減：－

(マイナ

ス)） 

報告年 

 

達成率 

   

   ％  ％ 

補足説明 
 

 

その他の資源 

廃棄物排出・管理 

化学物質の取り扱い・排出・移動 

土壌汚染 

生物多様性 

その他 

     上記についても、《水資源》と同様に回答 

 

4. バリューチェーン管理・協働 

 御社のバリューチェーンにおいて、経営に影響を与える重要な環境課題はありますか。 

○ ある 

○ ない 

 協働している相手  

□ サプライヤー                

□ 顧客 

□ バリューチェーンにおける他のパートナー  

□ 協働していない 

 サプライヤーの管理状況 

□ サプライヤー管理の基準がある 

□ 基準等を一次サプライヤーに説明している 

□ 基準等を二次サプライヤー以降に説明している 

□ デューディリジェンスを一次サプライヤーに実施している 

□ デューディリジュンスを二次サプライヤー以降に実施している 

 協働の内容、成果 
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5. 製品・サービスにおける環境面での競争優位性 

 競争優位性がある製品・サービスがありますか。 

○ ある 

○ ない 

 製品・サービス 

製品・サービスの

概要 

 

製品・サービスの

環境優位性 

 

 

6. 環境関連法令・指針等遵守 環境事故・訴訟等の状況 

 環境関連法令、その他の各種協定や指針等において、報告年に順守違反や逸脱事象、訴訟とな

っている事象がありましたか。  

○ ある 

○ ない 

 指導、罰則・罰金・訴訟内容 

 財務的影響 

 是正状況 

 

7. 参考情報 

URL 
 

説明 
 

 


